








はじめに

 卵胞の発育、排卵、受精、卵管における胚の発育、着床という一連の現象を経てはじめ

て妊娠が成立するが、この中で最も未解明の点が多いのは着床機構であろう。難治性不妊

症に対する治療として急速に普及している体外受精胚移植をみても採卵成功率は

92.8%(24,138/26,081)、移植回数/採卵回数は 76.1%と良好であり、種々の問題点を包含

しているとはいえ、着床までの過程はほぼ克服できているといえる。その一方で、移植当

たりの妊娠率は 22.1%にとどまっており(日産婦報告、1997)、しかも複数個の胚を移植し

ていることを考えると、移植された胚の 90%以上は着床に至っていない現状である。この

ように着床機構の解明は臨床的にも大きな命題であるにもかかわらず、未解明の点が多い

主要な理由のひとつは適当な着床モデルの実験系が確立していないことであろう。胚を扱

う必要があるのでヒトでの実験は施行困難であり、われわれは発生学の領域で幅広く研究

されているマウスを用いて以下の検討を行い、まず着床機構の基礎的な解析を行った。

　Ⅰ.胚の存在による子宮内膜の胚受容能の変化についての検討

　Ⅱ.子宮内膜微小環境の修飾による胚受容能の変化についての検討

  Ⅲ.in vitro 培養胚の質的変化の検討(体外受精胚移植における着床不全の胚側の原因

の検討)

　Ⅳ.子宮内膜間質細胞 in vitro 脱落膜化系とこれを用いた着床モデルの確立(子宮内膜

と胚の相互作用の検討)


